
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
の
大
き
さ
な
の
で
、
人
肺
の
奥
深
く
ス
ギ
花
粉
中
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
物
質
に
一
一

-
ア
レ
ル
ゲ
ン
物
質
に
ま
で
侵
入
し
、
花
粉
症
が
引
き
起
比
べ
、
都
市
大
気
汚
染
物
質
と
接
触
一

円
ミ
エ
は
主
に
ス
ギ
花
粉
の
表
こ
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ん
そ
く
し
た
ス
ギ
花
粉
ア
レ
ル
ゲ
ン
物
質
一

面
に
あ
る
「
ユ

l
ピ
ッ
シ
ュ
小
体
」
も
引
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
お
ミ
二
)
が
修
飾
さ
れ
た
た
め
川
一

と
い
う
粒
に
存
在
し
、

n
ミ

芯

は

る

。

そ

の

ア

レ

ル

ギ

ー

性

の

増

強

が

計

測

一

花
粉
の
内
部
に
存
在
し
て
い
る
0

・

大

気

汚

染

の

影

響

さ

れ

た

。

一

実
際
、
ユ
l
ピ
ッ
シ
ュ
小
体
は
花
ス
ギ
花
粉
の
発
生
源
は
山
間
部
や
ま
た
ス
ギ
花
粉
か
ら
ア
レ
ル
ゲ
ン
一

粉
か
ら
剥
が
れ
て
大
気
中
展
望
森
彊
帯
で
あ
る
が
、
飛
散
し
た
ス
物
質
容
器
、
溶
液
中
の
カ
ル
ジ
一

れ
た
り
、
降
水
や
高
湿
度
に
よ
っ
て
、
ギ
花
粉
が
上
空
を
数
百
宵
B
も
移
動
ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
が
上
昇
す
る
と
共
一

花
粉
が
割
れ
た
り
し
て
、
(
い
ミ
こ
し
て
都
市
部
へ
と
移
流
し
な
が
ら
、
に
、
増
加
す
る
現
象
が
観
察
さ
れ
て
一

の
溶
出
に
加
え
、
(
い
ミ
芯
も
大
気
大
気
汚
染
物
質
と
接
触
し
て
修
飾
い
る
。
そ
の
た
め
、
毎
年
2
S
3月、一

中
に
放
出
さ
れ
る
。
し
、
ま
た
著
し
た
大
気
汚
染
問
質
早
期
飛
来
す
る
悲
観
測
時
の
降
雨
一

そ
の
後
、
環
境
中
で
再
飛
散
さ
れ
と
同
時
に
人
体
の
内
部
に
吸
引
さ
れ
で
は
、
ス
ギ
花
粉
ア
レ
ル
ゲ
ン
物
質
一

る
わ
ミ
エ
や
n
ミ
芯
を
含
有
す
る
る
こ
と
で
、
「
ア
ジ
ュ
パ
ン
ト
効
果
」
の
微
小
粒
子
へ
の
移
行
が
促
進
さ
れ
一
一

大
気
律
遊
粒
子
状
物
質
は
、
お
米
の
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
一

約
1
万
分
の
l
程
度

(
1
5以
下

)

る

。

今

後

、

花

粉

症

を

予

防

す

る

た

め

、

一

ま
た
、
ス
ギ
花
粉
へ
の
都
市
部
の
正
し
い
環
境
汚
染
・
花
粉
ア
レ
ル
ゲ

白
塾
車
排
気
ガ
ス
・
微
粒
子
等
の
大
ン
統
合
情
報
の
提
供
や
疫
学
研
究
の

気
汚
染
物
質
の
影
響
を
受
け
、
ス
ギ
進
展
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

花
粉
ア
レ
ル
ゲ
ン
含
有
粒
子
の
微
小

0

0

0

粒
子
へ
の
移
行
や
、
ス
ギ
花
粉
ア
レ
ユ
l
ピ
ッ
シ
ュ
小
体
花
粉
表
面

ル
ゲ
ン
の
汚
染
物
質
に
よ
る
化
学
的
の
微
粒
子
で
、
花
粉
症
や
ぜ
ん
ぞ

修
飾
や
細
胞
毒
性
呈
示
な
ど
の
新
た
く
を
引
き
起
こ
す
強
い
抗
原
性
を
持

な
知
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。
つ

・

強

毒

化

ア

ジ

ュ

バ

ン

ト

効

果

ア

レ

関
東
山
間
部
で
採
取
し
た
新
鮮
な
ー
を
引
き
起
こ
し
悪
化
さ
せ
る

201 2年(平成24年)9月5日 (7.!<P墨田)

都会の花粉症はなぜ深刻か?
王青躍大学院理工学研究科准教授

会奇

【85)

埼
玉
大
学
・
理
工
学
研
究
の
現
場

由
一
・
世
界
三
大
花
粉
症
化
も
進
ん
で
き
て
い
る
。

加
一
ア
メ
リ
カ
の
ブ
タ
ク
サ
花
粉
症
、
こ
れ
ま
で
に
ス
ギ
花
粉
そ
の
も
の

ぞ
了
ロ
ッ
パ
の
イ
ネ
科
花
粉
症
、
日
が
ス
ギ
花
粉
症
の
原
因
物
質
だ
と
思

同
一
本
の
ス
ギ
花
粉
症
と
合
わ
せ
て
世
界
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
約
釦
男
の
ス

引
一
三
大
花
粉
症
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ギ
花
粉
は
口
や
鼻
腔
よ
り
先
の
気
道

料
一
近
年
、
日
本
の
ス
ギ
花
粉
症
雲
深
部
へ
は
侵
入
し
な
い
と
考
え
ら
れ

4
一
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
都
市
て
き
た
。

即
一
部
で
は
約

ms的
%
の
高
発
症
率
と
し
か
し
、
ス
ギ
花
粉
に
含
ま
れ
る

伊
一
な
り
、
国
民
の
4
人
に
1
人
が
花
粉
召
ミ
コ
」
と
「

C
ヱ
ど
と
い

年
一
症
を
患
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
低
年
齢
う
ア
レ
ル
ゲ
ン
物
質
の
放
出
要
因
を

理罰
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宜
看
レ
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花
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